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 まちづくりメイヤーズフォーラムの開催報告
令和5年度

北の住まいるタウンレポート Vol.4

テーマ　
  ｢スポーツでつながる魅力ある地域をめざして｣
●基調講演
　  「スポーツを核とした街づくりの挑戦」
　　　株式会社ファイターズスポーツ＆エンターテイメント

                                              取締役事業統轄本部長　前沢　賢　氏

●まちづくり事例紹介
　  「冬季スポーツ拠点化と「N スポーツコミッション」による地域振興」
　　　　　　　　　　　　　　　　　名寄市長　　    　加藤 剛士　氏

　  「スポーツ まちづくりの視点から」
　　　　　　　　　　　　　　　　　遠軽町長　　       佐々木 修一　氏

　  「スポーツが人と人を繋ぎ、まちを「元気」に！」
　　　　　　　　　　　　　　　　　栗山町長　　       佐々木 学　氏

●「北の住まいるタウンの目指す姿」
　　　北海道大学大学院工学研究院　教授

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　　        瀬戸口 剛　氏

●パネルディスカッション
　  「スポーツでつながる魅力ある地域をめざして」
　   ○パネリスト　　   前沢賢氏、加藤剛士氏、佐々木修一氏、佐々木 学氏
　   ○コーディネーター　　　　　　  　　　　　           瀬戸口剛氏

札幌ビューホテル大通公園
地下２階ピアリッジホール
オンライン併用開催

F ビレッジならびにエスコンフィールドが 2023 年に開業しました。球場
整備に加え民間企業の投資も呼び込み、エリアとして 2000 億円を超える
開発が見込まれます。北海道の魅力はなんといっても自然であり、道内外、
国内外のパートナーとともに共同創造空間をつくって、北海道の価値を高
めることをめざしています。野球だけでなく、例えばクラフトビールやサ
ウナが好きな人など、既にある様々なコミュニティと施設やソフトの掛け
合わせで、試合がなくても訪れたくなる、魅力ある場所づくりが進められ
ています。プロジェクト推進にあたり、物事をバックキャストで考え、調
和力と傾聴力を持って進めることが重要であるとのお話をお聞きしました。

前沢 賢 氏

会場とオンラインの併用開催とし、会場のようすをオンラインで配信しました

●基調講演：「スポーツを核とした街づくりの挑戦」
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中心市街地に近接して冬季スポーツ施設が集積している名寄市では、地域全体
を冬季スポーツの拠点としていく活動に取り組んでいます。まちの資源を活用
してスポーツを経済循環につなげるという視点で、スポーツ団体、観光協会、
銀行、企業などで構成するコンソーシアム組織「N スポーツコミッション」を
設立し、大学・病院・企業などと連携した競技者へのサポートや、地域でスポー
ツを継続できる環境づくりの取組などを紹介していただきました。

栗山町では、栗山高校の魅力アップのため、町内の北海道介護福祉学校と連携
した総合科目「栗山と福祉」を設けています。また、元女子硬式野球日本代表
金由紀子氏を監督に迎えて女子硬式野球部を設立したところ、全国から部員が
集まり、全国大会に出場するなどの活躍により、町民のスポーツ機運が高まっ
ています。住民と野球部員との交流がまちの活力にもなっており、スポーツを
通じたまちの様々な取組を紹介していただきました。

スポーツを通じてどのように地域の活性化や自立につなげていくかについて討
論していただきました。遠軽町、栗山町におけるスポーツを通じた高校の魅力
づくりや、地域でスポーツを続けられる環境づくり、民間企業など多様な主体
との連携による地域経済へのつなげ方、市町村間でのスポーツ連携、コミュニ
ティとのつながりなどについて意見交換が行われました。
またフォーラムに参加された市町村長の方々からも、住み続けられる地域づく
りや教育の充実につながるスポーツとまちづくりなどについて、地域の取組や

●パネルディスカッション    ｢スポーツでつながる魅力ある地域をめざして｣

遠軽町では、オホーツク地方の一次産業を担う人材を確保していくために、医
療と教育の充実を柱とし、施設整備などを進めています。遠軽高校はラグビー部、
野球部、吹奏楽局の活動が盛んで、特色ある部活動に魅力を感じて全道から生
徒が集まっています。競技施設や生徒を受け入れるための下宿を整備するなど、
魅力ある教育と地域づくりに力を入れている町の取組について紹介していただ
きました。

感想などをお聞きしました。
～参加市町村長の方々～
稚内市市長 工藤広氏　　　八雲町町長 岩村克詔氏
佐呂間町町長 武田温友氏　新得町町長 浜田正利氏
美幌町町長 平野浩司氏　　大空町町長 松川一正氏
標津町町長 山口将悟氏　　足寄町町長 渡辺俊一氏
北広島市副市長 水口真氏　岩見沢市副市長 渡辺亮氏
湧別町副町長 因洋史氏　　沼田町副町長 菅原秀史氏
豊浦町副町長 須田歩氏　　月形町副町長 堀光一氏
由仁町課長 青山裕志氏　 

佐々木 学 氏

佐々木 修一　氏

瀬戸口 剛 氏

加藤 剛士　氏

さまざまな意見が交わされたパネルディスカッションのようす

●事例紹介：栗山町  「スポーツが人と人を繋ぎ、まちを「元気」に！」

●事例紹介： 遠軽町  「スポーツ まちづくりの視点から」

●事例紹介：名寄市  「冬季スポーツ拠点化と「N スポーツコミッション」による地域振興」


